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【教材 の 目的 と概要 】
愛知大学LMS(以下,Moodleと記す)上
に 「科学 と社 会」 コー スを開設 した。 この
コース は,車 道校舎 にお ける授 業用 に開設
した もので,目 的 は授 業で使用す るプ レゼ
ンテー シ ョン資料の配布 と,小 レポー トお
よび 自主 レポー トの回収で あった。
【授業 にお ける活用方法 】
「科 学 と社会 」はパ ワー ポイ ン トを用い
て資料提示 しなが ら,授 業 を進 めてい く形
式 を採 った。そのた め学生の理解の助 け と
な るよ う,プ レゼ ンテー シ ョン資料 を配付
す る必要 を感 じたが,就 職 活動等で欠席が
多 くな る三年 生 以 上が対 象 であ るた め印
刷 す る部数 を事 前 に把握 す るの が難 しい
の と,欠 席 した学生 に後か ら配布す る必要
が生 じる とい う問題 が あった。そ のた め,
授 業 当 日学 生 が各 自印刷 して持 って来 る
こ とがで きるよ う前 日まで にMoodle上に
掲載す る とともに,授 業後 はいつで も参照
で きるよ うに した。
小 レポー トはMoodle上にWordで作成 し
た フォーマ ッ トを用意 し,各 自ダウンロー
ドして利用す る形式 を採 った。提 出後の処
理 のた めにはXMLに 準拠 したdocx形式
(Word2007以降)に統一で きるこ とが望 ま
しか ったが,学 生か らの要望が あったた め
doc形式(Word2003以前)も 用意す るこ と
に した。提出 された ファイルはVBス ク リ
プ トを用いてすべてdocx形式に変換 し,
さらにPythonスク リプ トを使 ってすべ て1
つの ファイル(CSV形式)にま とめた。受講
生が約200名程度 であったため,提 出 され
た時点の個々のWordファイル を採 点す る
のに対 して,非 常 に効率 よく採 点で きた こ
とと,学 生の意見の比較 を行 うのが非常に
楽になった。
自主 レポー トについては,い つ で も,何
度 で も提 出が可能 とな る よ うにす るため,
Moodleのファイル の 「高度なア ップ ロー ド
機 能」 を利用 した。
【授 業で使 った感想 】
学生に資料 を提示す るため,授 業の準備
を授 業前 日以前 に終 わ らせ なけれ ば い け
ない とい うプ レッシ ャー がきつか ったが,
学生 が授 業 に きち ん と印刷 して持 っ て き
て くれ てい る姿 を見 て報 われ た思 い が し
た。教育効果 を どの よ うに上げてい くのか
は今後の課題 であ るが,学 生が履修 す る上
での利便性 の 向上 とい う意 味 ではMoodle
は非常に有用な ツールだ と思 う。
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